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■
次
の
１
０
０
年
を
見
据
え
て

平
成
21
（
２
０
０
９
）
年
の
改
修
工

事
後
は
、
大
学
の
公
式
行
事
や
学
生
活

動
の
他
、
地
域
の
方
々
に
も
講
演
会
や

展
覧
会
、
コ
ン
サ
ー
ト
等
に
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
歴
史
あ
る
佇
ま
い
か
ら
テ

レ
ビ
ド
ラ
マ
や
映
画
の
撮
影
場
所
と
し

て
も
多
く
利
用
さ
れ
て
お
り
、
２
０
２

４
年
度
前
期
に
放
送
さ
れ
た
N
H
K
連

続
テ
レ
ビ
小
説
「
虎
に
翼
」
で
は
、
主

人
公
の
寅
子
が
入
学
す
る
明
律
大
学
女

子
部
の
講
堂
と
し
て
撮
影
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

峰
ヶ
丘
講
堂
を
含
む
ヒ
ス
ト
リ
カ
ル

ゾ
ー
ン
は
、
こ
れ
ま
で
学
内
外
の
多
く

の
方
々
の
ご
支
援
に
支
え
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
長
い
間
受
け
継
い
で
き
た
景
観

と
精
神
を
次
の
１
０
０
年
へ
と
引
き
継

い
で
い
く
た
め
、
ま
た
、
地
域
の
方
々

か
ら
こ
れ
ま
で
以
上
に
親
し
ま
れ
る
よ

う
、
環
境
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。
皆

様
か
ら
の
温
か
い
ご
支
援
を
心
よ
り
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

改修工事の様子

今
年
で
築
１
０
０
年
を
迎
え
た
峰
ヶ
丘
講

堂
。
そ
の
歴
史
や
建
築
的
特
徴
、
現
在
の

役
割
な
ど
を
詳
し
く
紹
介
し
ま
す
。

■
歴
史

峰
ヶ
丘
講
堂
は
、
宇
都
宮
大
学
の
前

身
で
あ
る
宇
都
宮
高
等
農
林
学
校
の
講

堂
と
し
て
大
正
13
（
１
９
２
４
）
年
に

竣
工
し
ま
し
た
。
講
堂
に
先
立
ち
建
設

さ
れ
た
木
造
２
階
建
の
本
館
（
大
正
11

年
、
昭
和
24
年
焼
失
）
は
、
現
在
の
U

U
プ
ラ
ザ
の
位
置
に
置
か
れ
、
大
谷
石

造
の
図
書
館
書
庫
（
大
正
13
年
）
等
と

共
に
、
庭
園
（
大
正
15
年
）
を
取
り
囲

む
よ
う
に
諸
施
設
が
配
置
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
29
年
に
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録

さ
れ
た
同
講
堂
の
調
書
に
て
、「
…
旧

講
堂
は
、
隣
接
す
る
旧
図
書
館
書
庫
と
、

木
材
と
石
材
の
軟
ら
か
い
対
比
で
構
内

を
つ
つ
み
、
美
し
い
景
観
と
歴
史
的
な

雰
囲
気
を
醸
し
出
す
」
と
の
所
見
が
記

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
現
在
の
ヒ
ス
ト

リ
カ
ル
ゾ
ー
ン
（
※
）
に
キ
ャ
ン
パ
ス

黎
明
期
の
景
観
を
偲
ぶ
主
要
な
要
素
と

な
っ
て
い
ま
す
。

※
ヒ
ス
ト
リ
カ
ル
ゾ
ー
ン：

峰
キ
ャ
ン
パ

ス
北
西
部
に
あ
る
、
峰
ヶ
丘
講
堂
や
石
蔵
、

庭
園
（
フ
ラ
ン
ス
式
庭
園
、
イ
ギ
リ
ス
式

庭
園
、
日
本
式
庭
園
）
と
そ
れ
ら
を
見
渡

す
Ｕ
Ｕ
プ
ラ
ザ
か
ら
な
る
歴
史
的
エ
リ
ア

（
裏
表
紙
参
照
）

特集

昭和17（1942）年頃。農学部創立80周年記念誌より

【１】外観正面（北側から）【２】主
室天井部の５連アーチ【３】演壇と
吹き抜け部を区切る半円アーチと浮
彫装飾【４】独立柱の柱頭部【５】
階段手摺の装飾

■
建
築
的
特
徴

建
物
は
木
造
２
階
建
、
北
側
の
石
井

街
道
に
面
し
て
切
妻
桟
瓦
葺
屋
根
の
妻

面
を
見
せ
る
外
観
は
、
両
サ
イ
ド
の
一

段
小
さ
な
切
妻
破
風
、
正
面
中
央
部
に

張
り
出
し
た
玄
関
ポ
ー
チ
を
ア
ク
セ
ン

ト
と
し
つ
つ
も
、
全
体
的
に
は
凹
凸
が

少
な
く
装
飾
性
が
抑
え
ら
れ
、
垂
直
性

が
強
調
さ
れ
た
軽
快
な
意
匠
が
特
徴
的

で
す
。

内
部
の
講
堂
主
室
は
正
面
に
演
壇
を

設
け
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
囲
ま
れ
た
吹
き

抜
け
部
と
の
境
界
を
半
円
ア
ー
チ
で
区

切
り
、
上
部
に
架
か
る
緩
や
か
な
木
造

５
連
ア
ー
チ
と
共
に
大
空
間
を
控
え
め

な
が
ら
も
美
し
く
演
出
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
独
立
柱
の
柱
頭
部
や
階
段

手
摺
の
幾
何
学
的
な
装
飾
等
、
細
部
ま

で
丁
寧
に
ま
と
め
上
げ
ら
れ
た
軽
や
か

で
質
の
高
い
空
間
は
、
大
正
期
に
多
く

建
設
さ
れ
た
セ
セ
ッ
シ
ョ
ン
風
の
意
匠

的
特
徴
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
ま
た
現

存
す
る
数
少
な
い
木
造
講
堂
と
し
て
高

い
歴
史
性
を
有
し
て
い
ま
す
。

■
沿
革

宇
都
宮
高
等
農
林
学
校
の
講
堂
と
し
て
竣
工

入
学
式
な
ど
の
式
典
や
講
演
会
、
多
人
数
講
義

な
ど
に
使
用

1924
大 13

1970
昭 45

学
園
紛
争
に
よ
り
講
堂
と
し
て
の
使
用
停
止

学
生
サ
ー
ク
ル
の
部
室
と
し
て
利
用
さ
れ
る
こ

と
に

2008
平 20

改
修
工
事
着
工

改
修
を
求
め
る
多
く
の
要
望
を
受
け
、
本
学
同

窓
生
を
中
心
と
し
た
有
志
の
寄
附
金
等
に
よ
り

実
現

昭和7年（1932）年頃。宇都宮高等農林開校十周年写真帖より

2009
平 21

2010
平 22

改
修
工
事
竣
工

公
募
に
よ
り
名
称
を
「
峰
ヶ
丘
講
堂
」
に
決
定

2017
平 29

登
録
有
形
文
化
財
（
建
造
物
）
に
登
録

2020
令 2

外
壁
改
修
工
事
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3 4 5
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